
令和 5 年度 第３回 小櫃・上総地区公民館運営審議会 会議次第 
 

日 時  令和５年１２月６日（水） 午後２時から 

場 所  上総地域交流センター上総公民館 

多目的ホール  

 
 

 

１ 開 会 

 

 

２ 三橋委員長あいさつ 

 

 

３ 石井館長あいさつ  

 

 

４ 報 告 

（１）報告事項その１  各公民館事業の中間報告 

 

５ 協 議 

（１）協議事項その１  「２０歳のつどい」について 

    ①令和６年１月実施の「２０歳のつどい」進捗状況 

    ②令和８年１月実施予定の「２０歳のつどい」について 

 

  

（２）協議事項その２  審議テーマにおける事例報告 

  審議テーマ：「地域活性の拠点としての公民館運営・事業」 

①先進事例について 「宮城県白石市の取り組み」 

②各館の取り組み状況等 

  

 

６ その他 

 

 

７ 閉 会 
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資料 1-1 

令和５年度小櫃公民館事業中間報告（９～１１月） 

 

１ コミュニティ活性化事業 

 〇第４９回小櫃地区文化祭 

・期日:１０月２８日（土）、10 月２９日（日）開催 

・来場者数：両日で約７６０人 

・内容 

①展示部門→書、菊花、絵画、生け花、手芸、子どもの作品、活動紹介の展示の 

ほか、展示からの積極的派生で屋外でのピラティス、クラフトテー 

プやディンプルアートのプチ体験会 

②発表部門→子どもたちによる書道パフォーマンス 

③販売部門→敷地内での飲食が可能 

④体験部門→「君津ふるさとかるた」の予選会、「旧風友会」によるお点前体験 

⑤特別企画→「日伯交流親善事業 5 0 周年記念」の展示、関連映像の上映と、 

サークル「虹の会」によるコーヒー等の提供 

 

２ 青少年教育事業 

 〇小櫃地区 20 歳のつどい実行委員会 

 ＊別紙資料１ －２ にて詳細を 掲載 

 

３ 課題解決学習推進事業 

（１）ほほえみ学級(高齢者学級) 

・第４回目 ９月２８日（木）「医療講演会」（公開講座） ２９名 

講師：望月崇紘氏（小櫃診療所） 

・第５回目 １０月１１日（水）「今のジブンの体力を知ろう！」 １７名 

講師：栗原斗志氏（あすなろクリニック）、秋山大輔氏（千葉医療福祉専門学校） 

・第６回目 １１月２２日（水）移動学習「関東大震災から 10 0 年」 16 名 

行先：千葉県立中央博物館、千葉県西部防災センター 

 

（２）子育てサロン「おびつな」 

※９月８日（金）「アルバムカフェ」→諸事情により日程を 12 月 2 5 日に変更 

・第５回目 １０月１３日（金）「おやこ d e 散歩～久留里線に乗ってみよう～」 19 名 

・第６回目 １１月１０日（金）「幼児期に必要な栄養と食事＆災害時の強い味方パック 

クッキング」 ５名 

 

（３）おびつスマイルサロン“いーね” 

・第６回目 ９月１５日（金）「はじめましょう！こころの健康づくり」 

講師：加藤那美子氏（健康づくり課） 2 6 名 
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・第７回目 １０月２０日（金）「秋の特別企画☆歌の旅にでかけましょう」 

講師：「スマイルスマイル」 2 6 名 

・第８回目 １１月１７日（金）「高齢者の福祉サービス」 

講師：佐々木貴博氏（高齢者支援課） ２２名 

 

（４）介護家族のひろば おびつスマイルサロン“いーね”の派生事業としてプレ実 

施。当事者同士による「ピア・カウンセリングの場」。 

・１１月１４日（火） 10 名 

協力：東部地域包括支援センター、生活支援コーディネーター、介護者ネットきみつ  

 

（５）デジタル活用講座 ※学びなおし支援として実施 

①８月３１日（木）【A コース】「超入門！いまさら聞けないスマホの使い方」 ７名 

講師：ドコモショップ君津店（デジタルデバイド対策スマホ講座） 

②９月１４日（木）【B コース】「知っトク！スマホの便利な使い方 

～LIN E を使ってみよう～」 ５名 

講師：ドコモショップ君津店（デジタルデバイド対策スマホ講座） 

③９月２８日（木）【C コース】「スマホでできる公民館の予約方法」 ６名 

説明および補助：小櫃公民館職員（會澤・島津） 

④１０月５日（木）【D コース】「スマホで読める電子書籍サービス」 ５名 

講師：三沢寿宏氏（中央図書館司書） 

※「まちづくりふれあい講座」№4 2 電子書籍サービス 

 

（６）趣味教養講座：「ちょっと癒されたい女性のためのヨガ教室」女性限定。 

趣味につながる体験の時間を提供。ヨガ体験の後、おしゃべりタイムも設定。サ 

ークル化も視野に、平日・土日、昼間・夜間と設定を変え募集。 

①１１月９日（木）夜の部 ５名 

②１１月１８日（土）昼の部 ４名 

③１１月２７日（月）夜の部 ８名 

 

（７）小櫃学「戦国時代の地を巡る里見再発見伝」 里見義弘の墓（瑞龍院・三 

田）→久留里城（資料館にて座学「義堯・義弘と君津」）→三舟山というコースを  

生涯学習バスと徒歩（５．４ｋｍ）で移動。 

・１１月２５日（土） 定員３０名 

 

４ 小櫃公民館５０周年記念事業 

・全体会議 １０月１９日（木） 

・記念誌編集委員会 第４回９月２５日（月）、第５回１０月１９日（木） 

・記念式典委員会 第２回１０月１９日（木） 

※式典出演候補者へ依頼交渉 11 月９日（木） 

２ 
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令和５年度上総公民館事業中間報告（９～11 月） 

 

１ コミュニティ活性化事業 

（１）上総公民館だより 

 ・ ９ 月２ １ 日 文化祭特集号の発行 

   第５ １ 回上総地区文化祭の案内 

  

（２）上総地区文化祭 

 ・ １ ０ 月２ １ ・ ２ ２ 日（ 土・ 日）  第５ １ 回上総地区文化祭 

   テーマ「 つながる  ひろ がる  上総の文化」  

   模擬店・ 舞台発表・ 体験・ 展示・ 子ども チャ レ ン ジコ ーナー等 

来場者数 約１ ， ５ ０ ０ 人（ 推計）  

 

２ 青少年教育事業 

（１）君津ふるさとかるた大会上総地区予選 

 ・ １ ０ 月２ １ 日（ 土） 上総地区文化祭の中で実施 

（ 参加者： １ ４ 名）  

 

（２）久留里・松丘・亀山地区２０歳のつどいの取り組みについて 

   別紙資料にて掲載 

 

３ 課題解決学習推進事業 

（１）高齢者学級（さわやか学級） 

 ・ ９ 月１ ４ 日（ 木） 講座「 人と 心の豊かなふれあい ～落語で学ぶ～」 を 実施 

（ 参加者： １ ７ 名）  

・ １ ０ 月１ ２ 日（ 木） 講座「 健康づく り と 健康の維持 ～介護予防教室 みんなで歩こ

う ! !  ９ ０ ３ ０  ９ ０ 歳で３ ０ 分の歩行～」 を 実施 

（ 参加者： ２ １ 名）  

 ・ １ １ 月８ 日（ 水） 講座・ 実技「 健康な体づく り  ～グラ ンド ゴルフ 体験～」 を 実施

（ 参加者： ２ ３ 名）  

 

（２）上総子どもふれあい教室 

 ・ １ １ 月２ ５ 日（ 土）「 外国の人にあそびを 教えても ら おう ！」 を 実施 

 

（３）地域住民交流教室 

  ・ １ ０ 月２ ５ 日（ 水）「 性別の多様性と 人権」  

  高橋富美代氏（ 千葉地方法務局木更津市局総務課長） を お招き し 、 性別の多様性と

人権について、 DVDを 活用し ながら 分かり やすく お話を いただいた。  

（ 参加者： ８ 名）  

 

３ 
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４ 分館事業 

（１）松丘分館事業 

 ○第１８回松丘ふれあいまつり 

  １ １ 月１ １ 日（ 土）      午前９ 時３ ０ 分～午後３ 時 

  模擬店・ フ リ ーマーケッ ト ・ 舞台発表・ 展示・ ハロ ウィ ン パーティ ー・ モルッ ク 大 

  会・ ド ロ ーン 空撮等 来場者数約 約５ ５ ０ 人（ 推計）  

 ○趣味教養講座「松丘健康講座」（全４回） 

 ＊第１ 回： ９ 月２ ２ 日（ 金）   午前１ ０ 時～午後１ 時  

テーマ： 生涯骨太ク ッ キング！ 

講師： 君津市食生活改善推進委員 

乳製品を 用いた調理実習を 通し て、 骨太になる レ シピ を 学んだ。  

（ 参加者１ ８ 名）  

＊第２ 回： １ ０ 月１ １ 日（ 水）  午前９ 時２ ５ 分～１ ０ 時 

 テーマ： 子ども から 元気を も ら おう ！一緒にゲームあそび♪ 

講師： 岡部 佐和子氏 

協力： 上総地区社会福祉協議会、 かずさ あけぼの保育園 

かずさ あけぼの保育園の園児さ んと 一緒にスロ ーエアロ ビ ク スを し ながら  

交流し 、 心身と も に元気を も ら っ た。  

（ 参加者： ３ ８ 名（ 社協スタ ッ フ ２ ２ 名含む））  

 ＊第３ 回： １ １ 月３ ０ 日（ 木）  午前１ ０ 時～１ ２ 時 

  テーマ： 知っ ている よう で、 本当は知ら ない？～糖尿病について～ 

講師： 君津市高齢者支援課 保健師、 管理栄養士 

糖尿病の基礎知識や予防策について学ぶ。  

 ＊第４ 回は１ ２ 月１ ４ 日（ 木） 開催予定 

 

（２）亀山分館事業 

 ○第２０回亀山ふるさとまつり 

  １ ０ 月７ 日（ 土）    午前９ 時３ ０ 分～午後２ 時 

  模擬店・ 舞台発表・ 展示・ 真空管アン プによ る 音楽鑑賞会・ ミ ニ盆踊り ・ みんなで

歌おう 等 来場者数 約４ ０ ０ 人（ 推計）  

 ○趣味教養講座「フレイル予防出前講座（高血圧編）」 

  １ １ 月１ ４ 日（ 金）   午前１ ０ 時～午後１ １ 時３ ０ 分  

テーマ： 高血圧について学ぶ 

講師： 君津市高齢者支援課 保健師、 管理栄養士 

（ 参加者： １ ０ 名）  

 

５ その他 

 ・ １ １ 月９ 日（ 木） 君津青葉高等学校と 上総ロ ータ リ ―ク ラ ブ、 ガーデニン グを 楽し

む会、 まち なみ塾と 一緒に上総地域交流セン タ ーの花壇に植栽を 行う 「 花いっ ぱい

運動」 を 実施。（ 参加者： ２ ３ 名）  

４ 
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小櫃地区２０歳のつどいの取り組みについて 

令和５年１１月２４日現在 

１ 実行委員体制・活動状況について 

（１）小櫃地区実行委員会の活動 

現在、新成人４名（すべて女性）で実行委員会を組織し、1０月から 11 月まで会議を３回開催。 

初回の会議にて、前年の集いの様子を踏まえながら、実行委員各自の集いへの思いをワーク

ショップ形式で共有。つどいの方向性として以下の点を確認した。 

①親へ感謝の気持ちを伝える、②仲間と楽しく交流、③思い出に残る日にする 

・ 実行委員会企画として、一人一言自己紹介の時間を設け、現在の近況や感謝の気持ちや抱

負などを自分の言葉で語る。自己紹介中は、昔の写真だけでなく現在の普段の写真もスラ

イドで流す。 

・ 記念品は集合写真を送付する予定。 

 

 

２ 小櫃地区 20 歳のつどいについて 

（１）会場配置 

新成人・来賓・主催者・家族席含め 120 席を想定 

・ 来賓者（市議会議員２名、自治会連絡協議会、小櫃振興会、小櫃の元気なこどもを育てる会、 

社会教育委員、公民館運営審議会委員 3 名、君津市消防団２名、青少年相談員、 

新成人恩師９名） 計２１名 

・ 保護者：新成人に対し家族２名まで 

 

（２）内容について 

流れ：①開会の言葉 

②国歌斉唱（ピアノ演奏は新成人） 

③市長挨拶 

④来賓祝辞  

⑤来賓及び主催者紹介 

⑥祝電披露 

⑦新成人の抱負（全員から一言ずつ） 

⑧恩師からのメッセージ（小学校時代恩師、中学校時代恩師） 

⑨実行委員長よりお礼の言葉 

⑩閉会の言葉 

  ＊閉会後、集合写真撮影 

５ 



                資料 2-2 

 

久留里・松丘・亀山地区２０歳のつどいの取り組みについて 

令和５年１１月２２日現在 

 

１ 久留里地区２０歳のつどい 

（１）久留里地区実行委員会の活動 

・ ２ ０ 歳を迎える５ 名で実行委員会を 組織し た。 １ ０ 月２ ８ 日に１ 回目の実行委員会を 開催、 １ １

月２ ５ 日に２ 回目、 １ ２ 月中に３ 回目の実行委員会を予定し ている。  

・ 実行委員会の企画と し て、 ２ ０ 歳になっ た抱負、 来賓や恩師の方には２ ０ 歳を迎える 方々に向け

たメ ッ セージをまと めたメ ッ セージ集の発行を予定。また、つどい当日には、２ ０ 歳を迎える方が

1 人ずつ描く 夢、 思い、 抱負を語る２ ０ 歳のメ ッ セージ企画を予定。  

 

（２）内容等 

○会場配置 

２ ０ 歳を迎える人・ 来賓・ 主催者・ 家族席について、 座席数は現在調整中 

・ 来賓者（ 県議会議員１ 名、 市議会議員１ 名、 自治会連絡協議会会長１ 名、 公民館運営審議会委

員２ 名、 青少年相談員 1 名、 恩師複数名）  

○主な内容 

・開会の言葉 ・ 国歌・ 市民歌演奏   ・ 市長挨拶 ・ 来賓祝辞 ・ 来賓及び主催者紹介 

・ 祝電披露  ・ ２ ０ 歳の方の自己紹介、 抱負    ・ 恩師から のお祝いの言葉 

・ 閉会の言葉 

 

２ 松丘地区２０歳のつどい 

（１）松丘地区実行委員会の活動 

・ ２ ０ 歳を迎える４ 名で実行委員会を 組織し た。 １ ０ 月２ ９ 日に１ 回目の実行委員会を 開催、 １ １

月２ ６ 日に２ 回目、 １ ２ 月中に３ 回目の実行委員会を予定し ている。  

・ 実行委員会の企画と し て、 ２ ０ 歳になっ た抱負、 来賓や恩師の方には２ ０ 歳を迎える 方々に向け

たメ ッ セージをまと めたメ ッ セージ集の発行、保護者へのプレゼント 企画を予定。また、つどい当

日には、２ ０ 歳を迎える方が 1 人ずつ描く 夢、思い、抱負を語る２ ０ 歳のメ ッ セージ企画を予定。  

 

（２）主な内容 

○会場配置 

２ ０ 歳を迎える人・ 来賓・ 主催者・ 家族席含め５ ０ 席を想定 

・ 来賓者（ 市議会議員２ 名、 社会教育委員１ 名、 自治会連絡協議会会長１ 名、 松丘地区コ ミ ュ ニ

ティ 活動推進委員会会長１ 名、公民館運営審議会委員１ 名、青少年相談員１ 名、恩師複数名）  

○主な内容 

・開会の言葉 ・ 国歌・ 市民歌演奏   ・ 市長挨拶 ・ 来賓祝辞 ・ 来賓及び主催者紹介 

・ 祝電披露  ・ ２ ０ 歳の方の自己紹介、 抱負    ・ 恩師から のお祝いの言葉 

・ 実行委員長のお礼の言葉       ・ 閉会の言葉 

 

６ 
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３ 亀山地区２０歳のつどい 

（１）亀山地区実行委員会の活動 

・ ２ ０ 歳を迎える６ 名で実行委員会を 組織し た。 １ ０ 月２ ９ 日に１ 回目の実行委員会を 開催、 １ １

月２ ６ 日に２ 回目、 １ ２ 月中に３ 回目の実行委員会を予定し ている。  

・ 実行委員会の企画内容は、 ２ ０ 歳になっ た抱負、 来賓や恩師の方には２ ０ 歳を迎える 方々に向け

たメ ッ セージをまと めたメ ッ セージ集の発行、スラ イ ド の上映を予定。また、つどい当日には２ ０

歳を迎える方が１ 人ずつ描く 夢、 思い、 抱負を語る２ ０ 歳のメ ッ セージ企画を予定。  

 

（２）主な内容 

○会場配置 

２ ０ 歳を迎える人・ 来賓・ 主催者・ 家族席含め５ ０ 席を想定 

・ 来賓者（ 市議会議員１ 名、 自治会連絡協議会会長１ 名、 公民館運営審議会委員１ 名、 青少年相

談員１ 名、 恩師１ ２ 名）  計１ ６ 名 

○主な内容 

・開会の言葉 ・ 国歌・ 市民歌演奏   ・ 市長挨拶 ・ 来賓祝辞 ・ 来賓及び主催者紹介 

・ 祝電披露  ・ ２ ０ 歳の方の自己紹介、 抱負    ・ スラ イ ド ショ ー上映 

・ 恩師から のお祝いの言葉       ・ 閉会の言葉 

 

７ 
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令和 8 年 1 月実施 20 歳のつどいにかかる懸案事項 

はじめに 

「 成人を 祝う 集い」 の時から 、 青年の門出を と も に祝い励ます行事を 地域の

人々と の交流を 深める 機会を も ち ながら 、 対象者の主体性を 生かし て取り 組み

を 進めてき た経緯があり 、 上総地区では、 久留里地区、 松丘地区、 亀山地区で

の開催（ ※経緯については下記参照） と なっ ている 。 上総小櫃中学校区と なっ

たこ と で、 小櫃地区も 加わり 4 地区の統合開催について、 主役である 20 歳成人

者にと っ て大人の自覚を 得る に相応し い形態を 模索し ていく と 共に、 学校統合

後間も ない現在の地域感情にも 配慮し ていく 必要がある 。  

 

※上総公民館開館（ 昭和 44 年） 以前は、 上総町で一つの会場で実施し 、 年度ご

と に会場を 持ちまわる 移動方式で実施し ていた。 公民館開館後は、 ホールにて

成人を 祝う 集いを 開催し てき た。  

 平成 16 年に亀山コ ミ セン が開館し たこ と に伴い、 アン ケート を 実施し 地域開

催を 検討する も こ の時点では上総公民館開催を 結論と し た。 その後、 再び中学

校区単位での開催について教育委員会から の諮問を 受け、 公運審で審議を 行な

い、 平成 19 年度よ り 中学校単位で 3 地区開催と なっ て現在に至る 。  

 

１．会場について ※最終決定は教育委員会のためあくまで判断材料として整理 

候補 収容人数 駐車場 施設利用 懸案 

上総地域交流センタ ー多目的ホール  △ステー

ジ含めて

210 人 

△駅前交

流広場、 幼

稚園等使用 

〇  

上総小櫃中学校体育館 〇 〇 △部活や社会

体育と 調整 

・ 同窓会的雰囲

気になり やすい 

・ 看板等の移送 

※上総・ 小櫃エリ アでの開催の趣旨から 、 小櫃公民館、 松丘コ ミ セン 、 亀山コ

ミ セン での開催は現実的ではないと 思われる 。  

 

 

２．実行委員会について 

上総小櫃中学校区と し て、 地域選出は行わず手挙げ・ 一本釣り で組織する 。  

 

※上総地区では小学校統合のため久留里、 松丘、 亀山の地区選出は困難。 上総

小と 小櫃小での選出について、 現に他地区の集い実行委員会（ 君津中学校区や

八重原中学校区、 小糸地区） では、 小学校でバラ ン スを と っ て組織化はし てい

ない。  
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３．来賓について 

 参集範囲によ っ て地域感情に配慮が可能だが、 人数が多く なる ため現状の選

出範囲よ り 絞っ ていく 必要がある 。  

〇現状の参集範囲 

・  小櫃地区…地元市議、 自治会連協、 小櫃振興会、 社会教育委員、 公運審、 小

櫃の元気なこ ども を 育てる 会、 消防団（ 本部、 支団）、 青少年相談員、 恩師 

・  久留里地区…県議、 地元市議、 自治会連協、 公運審、 青少年相談員、 恩師 

・  松丘地区…地元市議、 自治会連協、 コ ミ ュ ニティ 活動推進委員会、 社会教育

委員、 公運審、 青少年相談員、 恩師 

・  亀山地区…地元市議、 自治会連協、 公運審、 青少年相談員、 恩師 

 

〇統合案 

県議、 市議（ 6 名）、 自治会連協（ 小櫃地区、 上総地区）、 公運審（ 正・ 副委員

長）、 社会教育委員（ 2 名）、 青少年相談員（ 小櫃地区、 上総地区）、 健全育成

（ 小櫃地区、 上総地区） 計 17 名 ＋恩師※ 

※恩師についても 人数制限を ある 程度かけて、 その枠内で呼びたい先生を 実行

委員に検討し ても ら う 必要がある 。  

 

 

４．事務分担 

①事務担当 

各公民館において２ ０ 歳のつどいの担当者を 配置し 、 2 担当制と する 。  

 

②実行委員会組織化 

 各公民館エリ アに対し て実行委員募集と 呼びかけを 積極的に行っ ていく 。  

 

③実行委員会活動支援 

 上総地域交流セン タ ーを 会議拠点と し て活動し ていく 。  

 

※こ のほか、 会場準備や当日運営、 予算の確保等については両公民館で調整し

ていき ながら 進めていく 。  

９ 
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「上総公民館のあり方に関するアンケート」調査概要について 

 

１ 調査の目的・趣旨 

上総公民館を 地域活性の拠点と し て、 より 身近で使いやすい施設にするため、 上総公民

館を 利用する方、 利用し ない方に対し アンケート を行い、 上総公民館に対するイ メ ージや

ニーズを 把握し 、今後の公民館事業の方向性や事業展開に活用するこ と を目的と し て実施

し まし た。  

 

２ 調査対象 

  主に上総地区の住民や上総公民館、 松丘コ ミ ュ ニティ センタ ー（ 松丘分館）、 亀山コ ミ  

ュ ニティ センタ ー（ 亀山分館） の来館者 

 

３ 調査期間 

  令和５ 年１ ０ 月５ 日（ 木） から １ １ 月１ １ 日（ 土） まで 

 

４ アンケートの周知及び調査方法 

・ 上総公民館、 松丘コ ミ ュ ニティ センタ ー（ 松丘分館）、 亀山コ ミ ュ ニティ センタ ー（ 亀山

分館） の利用者に対し て、 ちら し による周知及び回答用紙を 配布 

 ・ 上総公民館定期利用サーク ルに対し て、 ちら し による周知及び回答用紙を 配布 

 ・ 文化祭参加団体に対し て、 ちら し による周知及び回答用紙を配布 

 ・ 上総地区文化祭、 松丘ふれあいまつり 、 亀山ふるさ と まつり の参加者等に対し て、 ちら

し による周知及び回答用紙を配布 

・ 上総地区の１ ０ 月５ 日の自治会回覧による、 ちら し での周知 

・ 君津市ホームページによる周知 

 

５ 回答方法 

 ・ イ ンタ ーネッ ト （ Logo フ ォ ーム） にて回答 

 ・ 回答用紙にて回答 

 

６ アンケート内容（ちらし、回答用紙）、集計結果（グラフ等）のまとめ 

  別紙資料にて掲載 
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回 覧 

上総公民館のあり方に関する

アンケート 

ご協力のお願い！ 
 

上総公民館では地域活性の拠点として、より身近で使いやすい公民館を目

指して、地域の皆さんのご意見を伺うアンケートを実施します。 

（３分程度。アンケート内容は公民館に対する認知度、利用目的、期待する 

取り組み、役割、期待する講座など） 

つきましては、下記をご覧いただき、いずれかの方法で回答くださるように

お願いします。 

記 

１ 期  間 １０月５日（木）から１１月１１日（土） 

２ 回答方法 ・下記の２次元バーコードをスマートフォンで読み込んで回

答する。 

・上総公民館のホームページ「上総公民館のあり方に関する 

アンケート」から回答する。 

・URL をパソコンで打ち込んで回答する。 

URL https://logoform.jp/form/Tpmw/372949 

・上総公民館、松丘コミュニティセンター、亀山コミュニティ

センターにて配布しているアンケート用紙に回答を記入し

て提出する。 

 

 

 

 

 

 

 

問 合 せ 上総公民館 電 話 27-3181 

メール kazusa-k@city.kimitsu.lg.jp 

１１ 

https://logoform.jp/form/Tpmw/372949
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上 総 公 民館 の あ り 方 に関 す る アン ケ ー ト 
 

日頃から公民館活動にご理解・ご協力を賜り誠にありがとうございます。 

公民館は、地域住民のために学習・文化・スポーツ活動等、各種事業を行う社

会教育施設です。 

本アンケートは、上総公民館を地域活性の拠点として、より身近で使いやすい

施設にするため、また、公民館に対するイメージやニーズを把握するために実施

するものです。調査の趣旨をご理解いただき、何卒ご協力くださいますようお願

いいたします。 

 

※調査は無記名であり、個人が特定されることはありません。結果はすべて統計

的に処理しますので、ご回答いただいた皆様にご迷惑をおかけすることは一切

ございません。調査結果は、調査の目的以外に使用することはありません。 

 

問１ あなたの年齢はおいくつですか？あてはまる番号に〇をつけてください。

１ １０代 ２ ２０代 ３ ３０代 ４ ４０代 ５ ５０代 ６ ６０代 

７ ７０代 ８ ８０代以上  

 

問２ あなたの住まいはどの地区ですか？あてはまる番号に〇をつけてくださ

い。 

１ 君津  ２ 小糸  ３ 清和  ４ 小櫃  ５ 上総  ６ 市外 

 

問３ あなたの職業について、あてはまる番号に〇をつけてください。 

１ 会社役員・会社員等 ２ パート・アルバイト等 ３ 自営業・自由業等 

４ 主夫・主婦 ５ 学生 ６ 無職 ７ その他（          ） 

 

問４ あなたは、公民館が市民の皆様の様々な会議・集会・サークル活動の場と

して利用できることを知っていますか？ひとつ選び、あてはまる番号に〇をつけ

てください。 

１ 知っていた ２ 知らなかった ３ 公民館があることを知らなかった 

 

問５ あなたが公民館を利用する際、利用目的は何ですか？あてはまる番号すべ

てに〇をつけてください。 

１ スポーツや文芸などのサークル活動  ２ 地域の自治会等の活動 

３ 市主催事業（上総地区文化祭、高齢者学級、子どもふれあい教室、松丘ふれ

あいまつり、亀山ふるさとまつり など）への参加、講座の受講 

４ 公民館図書室の利用 

５ その他（          ）  ６ 利用したことはない 

 

 

→裏面へ 
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問６ 今後、あなたが公民館を利用しやすくなる、もしくは公民館を利用したい

と思える取り組みは何ですか？あてはまる番号すべてに〇をつけてください。 

１ 公民館のイベントや事業を充実させる 

２ 公民館の利用方法や公民館でできることを今より分かりやすく案内する 

３ 地域で活動しているサークル活動の情報を容易に入手できるようにする 

４ 利用手続きを簡素化する 

５ 設備を充実させる（具体的な設備名等：            ） 

６ その他（                          ） 

 

問７ あなたが特に重要だと考える公民館の役割は何ですか？あてはまる番号

すべてに〇をつけてください。 

１ 講座等の実施等で学びのニーズに応える役割 

２ サークルなど、人々の活動場所を提供する役割 

３ 地域における仲間づくりや結びつきを深める役割 

４ 地域課題の解決を行う役割 

５ 行政情報の提供・発信を行う役割 

６ 災害時に避難所として機能する役割 

７ その他（                          ） 

 

問８ 上総公民館が主催する講座で今後期待する内容は何ですか？あてはまる

番号すべてに〇をつけてください。 

１ 健康学習  ２ 自然学習・自然体験  ３ 歴史・地域学 

４ 地域の活性・まちづくり  ５ 暮らしの学習  ６ 防災・減災  ７ 趣味 

８ 語学  ９ 体育・レクリエーション  10 子育て・子育ち支援 

11 青少年健全育成  12 デジタル社会への対応  13 ボランティア活動  

14 高齢者福祉・超高齢社会  15 障がい者福祉  16 食育   

17 環境問題  18 人権問題・平和教育  19 金融教育  20 政治・経済  

21 法律  22 その他（                     ） 

 

問９ 公民館の利用についてご意見・ご要望をお聞かせください。（自由記述） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上でアンケートはおわりです。ご協力ありがとうございました。 
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「上総公民館のあり方に関するアンケート」調査結果について 

 

○ 回収結果 

有効回答総数 

   ２ ３ ４ 人 

 

○ アンケート結果 

※グラ フ 等は別添資料を 参照 

 

１  年齢 

  １ ０ 代     ６ 人(  ２ ％)  

  ２ ０ 代     ４ 人(  ２ ％)  

  ３ ０ 代     ７ 人(  ３ ％)  

  ４ ０ 代    １ ５ 人(  ６ ％)  

  ５ ０ 代    １ ６ 人(  ７ ％)  

  ６ ０ 代    ４ ６ 人( ２ ０ ％)  

  ７ ０ 代   １ ０ ０ 人( ４ ３ ％)  

  ８ ０ 代以上  ４ ０ 人( １ ７ ％)  

 

 

２  居住地 

  君津地区   １ ８ 人(  ８ ％)  

  小糸地区    ４ 人(  １ ％)  

  清和地区    ０ 人(  ０ ％)  

  小櫃地区   １ １ 人(  ５ ％)  

  上総地区  １ ７ ３ 人( ７ ４ ％)  

  市外     ２ ８ 人( １ ２ ％)  

 

 

 

 

「 ７ ０ 代」 が４ ３ ％、「 ８ ０ 代」 が１ ７ ％と 全体の約６ ０ ％が、 ７ ０ 歳以上の高齢者

と なっ ています。  

 

「 上総地区」 が全体の約７ ４ ％と なっ ています。  

１４ 
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３  職業 

  会社役員・ 会社員等  ２ ７ 人( １ ２ ％)  

  パート ・ アルバイ ト 等 ４ １ 人( １ ８ ％)  

  自営業・ 自由業等   ２ １ 人(  ９ ％)  

  主夫・ 主婦      ５ ４ 人( ２ ３ ％)  

  学生          ６ 人(  ２ ％)  

  無職         ７ ３ 人( ３ １ ％)  

  その他        １ ２ 人(  ５ ％)  

 

 

４  公民館の役割に対する認知度 

  知っ ていた         ２ ２ ５ 人( ９ ６ ％)  

  知ら なかっ た          ７ 人(  ３ ％)  

  公民館があるこ と を知ら なかっ た ２ 人(  １ ％)  

 

 

５  公民館の利用目的（ 複数回答可）  

  市主催事業への参加   １ ２ １ 人( ５ ２ ％)  

  サーク ル活動      １ １ ２ 人( ４ ８ ％)  

  図書室の利用       ５ ５ 人( ２ ４ ％)  

  町内自治会等の地域活動  ４ ２ 人( １ ８ ％)  

  その他          ２ １ 人(  ９ ％)  

   [ 市民同士の交流の場と し て、 健康診断、 会合、 プレ イ ルーム、 会議の場、 う たごえ

喫茶、 休憩、 会議、 学習的研修会、 地区活動団体（ 体育協会・ スポーツ等の活動事

業等） の会議、 講演等の聴講、 展示会]  

  利用し たこ と はない    １ ７ 人(  ７ ％)  

 

回答者の多く が高齢者であるこ と から 、「 無職」 が約３ １ ％と 最も 多く 、 次に「 主

夫、 主婦」 が２ ３ ％、「 パート ・ アルバイ ト 」 が１ ８ ％と なっ ています。  

回答者の約９ ６ ％の方が、 公民館の役割について「 知っ ていた」 と いう 結果と なり

まし た。  

「 市主催事業への参加」 が回答者数に対し て約５ ２ ％、「 サーク ル活動への参加」

が回答者数に対し て約４ ８ ％と 多く なっ ています。  
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６  今後、 公民館を 利用し やすく なる・ 利用し たいと 思える取り 組み（ 複数回答可）  

  公民館のイ ベント や事業を 充実さ せる                  １ １ ８ 人( ５ ０ ％)  

 地域で活動し ている サーク ル活動の情報を 容易に入手でき るよ う にする ８ ６ 人( ３ ７ ％)  

公民館の利用方法や公民館ででき る こ と を 今よ り 分かり やすく 案内する ７ ６ 人( ３ ２ ％)  

利用手続き を簡素化する          ５ ０ 人( ２ １ ％)  

設備を 充実さ せる           １ ３ 人(  ６ ％)  

その他                                                         ３ ６ 人( １ ５ ％)  

[ スポーツができ る広場を 近く に、 主催事業や協賛事業への参加]  

未回答                                                          ８ 人(  ３ ％)  

 

 

７  特に重要だと 考える公民館の役割（ 複数回答可）  

サーク ルなど、 人々の活動場所を 提供する役割   １ ３ ０ 人( ５ ６ ％)  

地域における仲間づく り や結びつき を 深める役割  １ ２ ０ 人( ５ １ ％)  

災害時に避難所と し て機能する役割         ９ ８ 人( ４ ２ ％)  

講座等の実施等で学びのニーズに応える役割     ９ ２ 人( ３ ９ ％)  

行政情報の提供・ 発信を行う 役割          ５ ８ 人( ２ ５ ％)  

地域課題の解決を 行う 役割             ４ ８ 人( ２ １ ％)  

その他                      ２ ７ 人( １ ２ ％)  

   [ 他地域公民館と の連帯]  

 

 

 

 

 

 

 

 

「 公民館のイ ベント や事業を 充実さ せる」 が最も 多く 、回答者数に対し て約５ ０ ％

と なっ ています。  

次に、「 地域で活動し ているサーク ル活動の情報を容易に入手でき るよう にする 」

が回答者数に対し て約３ ７ ％と なっ ています。  

「 サーク ルなど、 人々の活動場所を提供する役割」 が回答者数に対し て約５ ６ ％、 

「 地域における 仲間づく り や結びつき を 深める 役割」 が回答者数に対し て 約５

１ ％と なっ ています。  
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８  上総公民館が主催する講座で今後期待する内容（ 複数回答可）  

健康学習   ９ ２ 人( ３ ９ ％)  

地域の活性・ まちづく り  ８ ６ 人( ３ ７ ％)  

趣味   ８ ４ 人( ３ ６ ％)  

高齢者福祉・ 超高齢社会 ６ ８ 人( ２ ９ ％)  

防災・ 減災  ５ ９ 人( ２ ５ ％)  

体育・ レク リ エーショ ン ５ ６ 人( ２ ４ ％)  

自然学習・ 自然体験 ５ ４ 人( ２ ３ ％)  

歴史・ 地域学  ４ ９ 人( ２ １ ％)  

デジタ ル社会への対応 ４ ２ 人( １ ８ ％)  

暮ら し の学習  ３ ６ 人( １ ５ ％)  

ボラ ンティ ア活動  ２ ９ 人( １ ２ ％)  

環境問題   ２ ８ 人( １ ２ ％)  

子育て・ 子育ち支援 ２ ７ 人( １ ２ ％)  

青少年健全育成  ２ ７ 人( １ ２ ％)  

障がい者福祉  ２ ０ 人(  ９ ％)  

食育   ２ ０ 人(  ９ ％)  

人権問題・ 平和教育 １ ８ 人(  ８ ％)  

語学   １ ４ 人(  ６ ％)  

法律   １ １ 人(  ５ ％)  

金融教育   １ ０ 人(  ４ ％)  

政治・ 経済  １ ０ 人(  ４ ％)  

その他   ２ ９ 人( １ ２ ％)  

[ ヨ ガ、 太極拳、 ピラ ティ ス]  

 

 

９  ご意見・ ご要望（ 自由記述）  

・ 気持ちよく サーク ル活動を さ せていただいており ます。 あり がと う ございます。  

・ 交流のつどいはと ても 楽し かっ たです。  

・ ふるさ と まつり に初めて参加さ せていただき 、 なつかし い方々と お会いでき う れし かっ

たです。  

・ 皆様（ 職員） が分館も あり 大変頑張っ ておら れるこ と 、 ご苦労様です。  

・ 文化祭の展示場所について、長く 公民館活動（ ４ ０ 年以上） 協力し たグループに対し て、

良く 話し 合いを し たう えで、 展示場所を決定し ていただき たい。  

・ 久し ぶり のふるさ と まつり に参加し て、 リ フ レ ッ シュ でき まし た。  

・ 更なる活動を！！ 

「 健康学習」「 地域の活性・ まちづく り 」「 趣味」 が多く なっ ています。  

１７ 
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・ 公民館活動団体の活動状況を知ら せる広報を こ まめに。 又、 以前公民館自主活動と し て

「 演劇」（ 朗読劇） に取り 組んだこ と があり まし たが、 実現し ていればよい功績になっ

たと 思われ、 職員の皆様と と も に汗を 流す行事も 良いこ と かと 思います。  

・ 近いけれども 仕事や時間の関係で、 細かく 利用ができ ないので……。  

・ 駐車場がいつも いっ ぱいで、 サーク ル活動に来ても 遅刻し ます。  

・ たまにし か来ら れませんが、 いつも 丁寧に対応し ていただけて、 助かり ます。 あり がと

う ございます。  

・ 現在のままでも よいと 思います。  

・ 老人、 子供たちがみんな楽し く 利用でき る場所にし てほし いです。  

・ イ ベント 楽し みにし ています。  

・ 施設利用を 申し 込み、 年齢が高いひと にはスマホと かデジタ ルでのちょ っ と 申し 込みが

でき ないため、 簡単に。  

・ 利用者の駐車場確保が大変です。 何と かし てく ださ い。（ 特に金曜日の午後）  

・ 駐車場が狭く て困っ たと き がある。  

・ 土曜・ 日曜が利用でき れば、 子育て中の人たちも も っ と 利用でき るのではないかと 思い

ます。  

・ 窓口で伺う と 皆さ まと ても 気持ちの良い対応を し ていただき ます。  

・ 施設使用許可がスマホやパソ コ ンに変わっ ていく よう ですが、 利用者が高齢化し ている

今、 それを 求めるのは違う よう な気がし ます。 誰でも 使いやすく 利用でき るよう にする

と いう こ と が大き な課題があるなら 、高齢者も 簡単に参加でき るよう にアナログでやっ

ていただき たいと 思います。  

・ 駅前駐車場について、 行事のある時には、 早めの開錠をお願いし たい。  

・ イ ンタ ーネッ ト での施設予約が進んでいますが、 高齢者の場合はなかなか覚えら れませ

んので、 紙の申請も 続けて行っ ていただき たいと 思います。  

・ 行事で駐車すると こ ろ がなく 困っ た。 駐車場の場所の案内をし てほし い。  

・ ト イ レ に水あかがこ びり ついている。 ト イ レ は毎日磨いてほし い。  

・ 部屋の使用後の掃除の徹底 

・ 駐車場が狭い。 駅前を 半分でも 開放し てほし い。  

・ 亀山分館の活動が充実し ていて素晴ら し いと の声がある。 人口減少し ている地域が生き

生き し ているのは、 どのよう な努力があっ たのでし ょ う か？ 

・ Wi Fi を、 全部屋で使える様にし て欲し い。  

・ いつでも 、明るく 、誰と でも 気軽に声を 掛け合いながら 、集える場所であっ て欲し い！！ 

・ 何時も お世話になっ ており ます。 頑張っ てく ださ い。  

・ 休館日の活用（ 職員が休みのと き の運営ボラ ン ティ アや委託による開放）、 地域活動団

体の集まり やすい場所づく り  

・ 駐車場をも っ と 広く し て貰いたい。  
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○ アンケート結果からの考察 

・ 公民館自体は多く の方に認知さ れている。  

・ 公民館の利用目的は主催事業への参加と サーク ル活動が多く を 占めている。  

・ 主催事業の充実と 、 活動団体に関する情報提供が求めら れている。  

  →主催事業については、 ニーズを 踏まえながら 今後より 一層の充実に取り 組む。  

活動団体に関する情報提供は、各サーク ル団体の一覧表の配布、市ホームページへの

掲載、 サーク ル体験会の開催を 行っ ているが、 他の方法も 検討する必要がある。  

・ サーク ルなど、 人々の活動場所を 提供する役割は、 引き 続き 施設提供によっ て果たし て

いく 。地域における仲間づく り や結びつき を 深める役割は、主催事業の実施及びサーク

ル・ 団体と 共に考えて進めていく 。  

・ 主催事業の内容と し ては、 健康学習・ 趣味・ 高齢者福祉については現在実施し ている事

業の継続、 また、 より 一層の充実を 図るため内容の精査をし ていく 。  

また、 地域活性・ まちづく り については、 どのよう な内容が地域活性やまちづく り につ

ながるのかを引き 続き 調査・ 研究し つつ、 本アンケート の上位に挙げら れたテーマなど

を切り 口に、 主催事業と し て展開し ていく こ と を検討し ていく 。  

１９ 
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豊かなコミュニティのもと
安心して住み続けられるまちを創る拠点

新しい小櫃地区拠点施設 の再整備コンセプト
４.基本計画素案の説明

第１回ワークショップで挙がったキーワード等

⚫ 福祉活動に利⽤できる部屋
⚫ 通信設備（インターネット）の
充実

⚫ 防災活動拠点としての充実

地域活動拠点としての
充実

⚫ 子どもが気楽に寄り道できて遊
べるスペース

⚫ 放課後に⽴寄れる場所
⚫ 子どもの遊び場づくり
⚫ 子ども向けの塾の開催

子どもの居場所、
遊び場

⚫ 施設内のバリアフリー化、手すりの設置
⚫ 机やイスの出し入れが簡単にできる
⚫ お茶を飲みながらくつろげる、明るい空間
⚫ 移住してきた人にもやさしい

誰もが使いやすい、
気軽に⽴ち寄れる

● 子どもから高齢者まで誰もが使いやすい、様々な活動を受け容れる施設の造り
● 地域の“憩いの場”として気軽に立ち寄り、集える空間づくり
● 診療所の併設による保健衛生・健康づくり機能の強化



「上総地区」が全体の約７４％となっています。

「７０代」が４３％、「８０代」が１７％と
全体の約６０％が、７０歳以上の高齢者と
なっています。

資料3-1⑤



回答者の約９６％の方が、公民館の役割に
ついて「知っていた」という結果となりました。

回答者の多くが高齢者であることから、
「無職」が約３１％と最も多く、次に
「主夫、主婦」が２３％、「パート・
アルバイト」が１８％となっています。

「市主催事業への参加」が回答者数に対して約５２％、「サークル活動への参加」が回答者数に対して
約４８％と多くなっています。



「サークルなど、人々の活動場所を提供する役割」が回答者数に対して約５６％、
「地域における仲間づくりや結びつきを深める役割」が回答者数に対して約５１％となっています。

「健康学習」「地域の活性・まちづくり」「趣味」が多くなっています。

「公民館のイベントや事業を充実させる」が最も多く、回答者数に対して約５０％となっています。
次に、「地域で活動しているサークル活動の情報を容易に入手できるようにする」が回答者数に
対して約３７％となっています。



2023年12月6日 君津市小櫃・上総公民館運営審議会

地域活性の拠点としての公民館運営・事業
～白石市斎川公民館の取り組みから～

宮城県白石市市民経済部まちづくり推進課
まちづくり支援係長 佐々木 さつき 1

白石城



今日のお話

 白石市の概要

 公民館の状況

 斎川公民館の取り組み

 白石市の地域づくりの施策

2



白石市について
〈地理〉

• 宮城県の南端に位置し南北に長い盆地
• 面積：286.48㎢（宮城県内35市町村中8番目の面積）
• 東京まで新幹線で約２時間
仙台まで 〃 約15分

〃 電車で 約50分

しろいし

3



白石市の有名なもの

4

白石城（しろいしじょう） 鬼小十郎まつり［毎年10月第１週土曜日開催］

白石温麺（しろいしうーめん） 白石うーめん体操 白石の子どもたちは皆踊れる♪

子供たちがとっ
ても可愛く楽し
い動画！
YouTubeで、
ぜひご覧くださ
い♪

※新バージョンあり白石うーめん体操動画できたよ！！ 検索

長さが約９センチと短
い乾麺。油を使用して
いないので、胃腸に
優しく、ヘルシーな麺。

写真は、私の大好き
なけんちん温麺！

白石城は伊達
政宗の懐刀と
いわれた片倉
小十郎の居城。
平成７年に木
造で復元され
た。白石市民
のシンボル。

しろいし

白石城主二代目片倉小十郎重
長の大坂夏の陣における活躍
を、一般募集のエキストラなどで
合戦シーンを再現するまつりの
メインイベント「片倉軍VS真田
軍決戦・大坂夏の陣～道明寺の
戦い～」は必見！



白石市の人口の推移
しろいし

5
第六次白石市総合計画より
※年齢3区分別人口の推移はR2のみ追加

➡年少人口・生産年齢人口が減少し、老年人口は増加
し続けている

➡約３人に1人が６５歳以上の方

R2年国勢調査：32,758人（△2,514人、△7.1％）

11,648

17,574

3,303

32,758

R2
（2020）



白石市の世帯の推移
しろいし

6第六次白石市総合計画より

➡H１２年以降12,500世帯前後で推移
世帯構成は単独世帯及び核家族世帯が増加
１世帯当たりの人員が減少している

➡特に高齢者のひとり暮らし、高齢夫婦世
帯が大きく増加し、総世帯の２割以上が高齢
者のみの世帯になっている



公民館の状況

中央公⺠館
（生涯学習課）

①越河公⺠館
（越河地域振興会）

②斎川公⺠館
（斎川まちづくり協議会）

③⼤平公⺠館
（⼤平公⺠館運営会議）

④⼤鷹沢公⺠館
（⼤鷹沢まちづくり振興協議会）

⑤⽩川公⺠館
（⽩川振興会議）

⑥福岡公⺠館
（福岡地区⺠の会）

⑦深⾕公⺠館
（⽩⽯市深⾕公⺠館運営委員会）

⑧⼩原公⺠館
（⼩原地区振興会）

7

【地区公民館：全８館、平成17年より地域組織（まちづくり協議会）が指定管理により管理運営】【中央公民館：1館】

※市の直営 ※斎川公民館が第72回優良公民館表彰で『最優秀館』受賞（2020年2月14日）

小原
越河

斎川

大平
大鷹沢

白川
福岡

深谷

白石



第72回優良公民館表彰で『最優秀館』受賞
【２０２０年２月１４日】（２０２０年２月19日付 河北新報）
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白石市の公民館の状況

中央公民館（生涯学習課） 地区公民館

館数 １館 ８館

所在地区 白石 越河・斎川・大平・大鷹沢
白川・福岡・深谷・小原

運営形態 市直営 地域組織に指定管理

職員の所属 白石市 各まちづくり協議会

業務内容 ・市全体の社会教育の推進
・指定管理している地区公民館の
社会教育推進の支援
・まちづくり協議会の支援（⇨R3よ
りまちづくり推進課）

・各地区の社会教育の推進
・市の各部署から委託等されて
いる業務

職員数 15人［4係］（R5.4.1時点）
課長（館長）・課長補佐（副館
長）・職員

３人
館長１人、事務長１人
臨時職員１人

小原
越河

斎川

大平
大鷹沢

白川
福岡

深谷

白石

9



行政と地区公民館の関係

10

【地区公民館】

・地区公民館の指定管理委託（全８地区公民館）

・第２層生活支援体制整備事業（地区によって）
・放課後児童クラブ運営（ 〃 ）
・放課後子供教室運営（ 〃 ）

・総合計画のまちづくり宣言の実現（全地区）

など・・・

業務ごとに
各公民館（まちづくり協議会）と各担当課がやり取り

・生涯学習課：「地区公民館」
の社会教育の推進を支援
・まちづくり推進課：「まちづく
り協議会」の支援

生涯学習課・まちづくり推進課で
週１回、地区公民館巡回を通して関係性を構築



斎川地区公民館を核とした
住民主体の地域づくり

11



 人口・世帯数：898人 315戸

 自治会数：10区
内、世帯数の少ない自治会⇨16世帯
世帯数の多い自治会⇨65世帯

 斎川地区の面積：14.22㎢（７位/９地区）

 高齢化率：44.5% （2020年国勢調査）

 特産品：凍豆腐・ころ柿・孫太郎虫

 歴史：奥州街道の宿場町として栄えたまち

斎川地区の概要

▲甲冑堂

▲桜の街道 12
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地域存続への危機感の高まり

14

白石市立斎川小学校
２０１８年3月末日統廃合

白石市立南中学校
２０１９年3月末日統廃合

相次いで小中学校が
廃校するが決定

高まる住民の危機意識



斎川の誇れるものは何？
→学習会・ワークショップを
通してアイデアを抽出

ころ柿体験教室

「ころ柿づくり体験教室」 15



斎川地区の気づき・・

ころ柿体験教室のような地域おこしのイベントは、
その日だけは地域に活力が生まれる

しかし、
住民が日常生活の中で抱えている不安や課題を
解決することはできない・・

16



白石笑顔未来塾（対象：地区公民館職員・住民・市職員など）
 主 催：教育委員会生涯学習課・社会福祉協議会
 開 催：2017年3月7日、8月27日の計２回
 参加者数 ：のべ350名程
 講 師：IIHOE［人と組織と地球のための国際研究所］

川北秀人氏

斎川地区が地域おこし→住民主体の地域づくりへ歩むきっかけに繋がった

斎川地区のきっかけとなった・・白石笑顔未来塾

17



斎川地区の動き

18

市の担当者
これまでの経験から
『地域に熱い気持ちを持ってもらうことこそ難しい！！だか
らこそ何としてでも開催できるようにしなければ・・！』

斎川地区では、地域存続への危機意識が高まっていたこともあり、
多くの地区民が白石笑顔未来塾に参加した

斎川公民館長
「自分たちが次に取り組むべきヒントを得た！」

斎川公民館から市への要望
「斎川地区版の白石笑顔未来塾を開催したい！開催に向け
て資金的なことも含めて全面的に支援してほしい！」



白石市・斎川地
区の人口推計と
人口構成の変化

分布図作成
18歳未満の同居世帯率

×
高齢化率

困りごと
ランキング

きらり斎川笑アップ塾
「斎川地区の現状を知り、これからの斎川をみんなで考
える」ための住民主体の地域づくりに向けた学習会

居住自治会・年代によっても困
りごとのランキングが異なった

19



中学生以上の全住民アンケート調査の実施

アンケートを実施する前のきらり斎川笑アップ塾を通して
地区住民がアンケート実施の重要性を認識

↓
• 配布数：９６３通
• 回収数：８２３通
自治会長を中心に
アンケート用紙の配布と回収を行った

↓
回収率：85.5％ 高回収率！

地域住民の意向が反映されているデータ

20



若者会議【中学生から29歳以下】

「広報、回覧、チラシは
見ていない」

「友達が一緒なら参加する」

「お手伝いは具体的に
言って欲しい」

年長者の立ち入り禁止

21



LINEの利用

・SNSの利用率（全住民アンケート結果より）

全体の5割が利用
※40代以下では9割
50代でも7割が利用している

・紙面による行事の案内
→紙面＋LINEで告知

・グループLINEで若者と繋がり
行事毎の参加協力要請

公式アカウントの作成

行事のお知らせのほか、
緊急時の情報発信ツールに！

22



高齢者を対象としたLINE講習会

企業の協力ももらい、若者が先生に！
23



中堅世代会議【３０歳から４９歳以下】

年長者の立ち入り禁止

「様々な勤務体制があり、これ
までのような行事（会議）の
在り方では参加できない」

「地域の仕事量が多く感じてい
る、自分たちが役割を担うとき、
これまで通りにできるのか不安」

今は子供の送迎、数年
後には親の送迎が大変
になりそう・・・

24



H30年度年間

行事・会議・組織の棚卸し

※赤ちゃんからお年寄りまで１人2.8役それを考えると…

地域で活躍している世代の負担⇒相当大きい！

このままでは、今よりさらに人数の少ない次世代

に引き継ぎ出来ない！

活動時間 5133時間→14.1時間（時間/日）

活動回数 817（回）→2.2（回/日）

役員・従事者数 2875（人）→人口1000（人）→2.8（役/人）

25



地域→行政が様々な支援制度を行い、課題を持っていることを知ることが出来た
行政→地域が何に困っていて、どんな支援を必要としているかを知ることが出来た

地域円卓会議の開催
高齢者が困ってきている買い物や通院の足の問題について、
・・・地域からは住民の状況を報告
・・・行政からは支援制度を報告

26



障がい者施設に地域貢献事業
として協力をもらって実施
・利用者送迎の空き時間
・車両と運転手

移送支援実験

実験で情報収集
・やる側の負担
・利用者ニーズの把握
・移動販売に関するニーズ

など
27



役職の統合と行事の掛け合わせ

交通安全協会

交通安全協会
女性部

交通安全協会
母の会

交通安全協会
女性部

交通安全協会

これまで 令和元年度から

【役職の統合】

作品展

【行事の掛け合わせ】

これまで 令和元年度から

敬老会・作品展
同日開催

作品展

敬老会

28



公民館講座・・・さいかわ宝ものMAPづくり
目的

・地域の魅力を再発見する場を作る

受講生が
まちを歩き
↓

限られた紙面に何を掲載するかを選定
マップのタイトルを決める

↓
説明文を作成
イラストを描いた

↓
レイアウトを考えた

↓
完成！

29

・他地域の方に紹介するパンフレットを作る

さらに地域に愛着を
持つ機会に！



斎川楽しみ隊・・・MAPを生かした活動

・会員の特技（歴史、チラシ・缶バッチデザイン、料理…）
を活かした活動

地域の困りごとに会員のアイディアで光を差していく！
収穫されなくなった渋柿の実→加工して参加者へプレゼント
神社・仏閣の銀杏の木→ありがたくて美味しいギンナンに

まち歩きイベントを年に2回開催

今後は

30



地区公民館を核とした住民主体の地域づくり

地区公民館と市が両輪で地域づくりを推進

市側からの「あれをしてください！」「これをしてください！」から脱却し、
地区公民館職員が地域にとって必要なことに気付いて実践することを支援

定期的な地区公民館の巡回を通して、

立場が異なるからこそ信頼関係を構築・地域（住民）の状況の把握

地域の悩みや課題をキャッチし、研修会内容の検討や情報交換・意見交
換の場を設定する

31



【目的】
・社会教育職員の役割や公民館の役割への理解
を深めると共に、必要なスキルを身に付ける

 研修会の開催

32

地区公民館の取り組み促進に向けた学びの場づくり

【内容】
・市が独自に企画する研修会では、公民館の基本、
振り返りの手法など、 職員に身につけてほしスキ
ルなどについて
※市の単独研修では不足なため、県などが開催す
る研修会を市の研修会と位置づけて開催。（地区
公民館職員が研修に参加しやすい条件づくり）



【目的】
・相互の取り組みを知る・学ぶ
・公民館職員としての悩みの共有
・社会教育・公民館について理解を深める

 事務長会議の開催

【内容】
・会場の地区公民館の取り組み報告
・事務長の声を生かした意見交換
→（例）運動会の種目
・公民館職員に必要な文献を用意し、皆で輪読

33

地区公民館の取り組み促進に向けた情報交換の場づくり



白石市の地域づくりの施策

34



 第六次白石市総合計画（2021年４月～）
http://www.city.shiroishi.miyagi.jp/soshiki/6/20047.html
・白石市の最上位計画
・2021年度から2030年度までの１０年間の計画
・白石市の目指す将来像とまちづくりの方向性の指針
・目指す将来像
「人と地域が輝き、ともに新しい価値を創造するまち しろいし」

⇒地域づくり計画
各地区で住民が話し合いを行い策定したまちづくり宣言（地域の10年後の目指すべき将
来像）を、地域住民が主体となり、行政が協働（人材育成や資金支援など）することにより
実現を目指している。
市は住民主体の地域づくりを推進するうえで、住民自治力（住民が考え・決め・実行する
力）を育むことを大切にしている。

▲「まちづくり宣言」策定の
地域づくり会議の様子

35

住民主体の地域づくりの仕組み

http://www.city.shiroishi.miyagi.jp/soshiki/6/20047.html


▲第六次白石市総合計画概要版より抜粋

地
区
ご
と
の
地
域
づ
く
り

http://www.city.shiroishi.miyagi.jp/uploaded/attachment/16502.pdf
36

http://www.city.shiroishi.miyagi.jp/uploaded/attachment/16502.pdf


市の施策

37

※基本額５０万円を
令和６年度は３０万円、
令和７年度は２０万円に減額

「まちづくり宣言」策定

まちづくり交付金

※令和７年度末に終了

（平成２５年度〜令和７年度まで）

※市が裁量権限を持つ

「まちづくり宣言」策定

「地区計画」策定

人と地域が輝く

未来共創交付金

（第六次総合計画による令和3年度からの新たな施策）

※令和4年度に創設

※策定に活用できる「地区計画策定
支援交付金」を令和３年に創設
※全地区一斉に策定せずに、地域から
の手上げ制

※地区計画を策定した地区がまちづくり
交付金に替わり活用できる

※地域が裁量権限を持つ

※交付金は講師謝金、先進地視察の
バス借り上げ料などに活用できる

※2地区（斎川・小原）が活用中



地区計画の策定
【特徴】
・まちづくり協議会（地区）ごとに、地域住民の話し合い
により策定
・一斉スタートではなく、手上げ制により策定を推進
・最大３年間かけて策定することが可能
・地区計画策定支援交付金の創設・・・講師（ファシリ
テーター）・視察にかかる経費を交付

38

【進捗状況】

・策定完了：斎川地区・小原地区

・策定中：越河地区・大鷹沢地区・白川地区

（令和5年度に完了予定）

・今年度から取組予定：福岡地区・深谷地区

※越河地区の越河これから塾（策定会議）の様子
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斎川・地区計画



交付金を活用した団体による事業の報告 ※令和４年度よりスタート

40

【目的】
・活動の継続・進化（相互の取り組みからヒントを掴んでもらう）
・顔の見える関係性構築の促進

交付金報告会

【内容】
・交付金活用団体の取り組み報告、質疑応答
・グループごとの意見交換



［策定の過程］

行政だけではなく、ワーキンググループ方式にして、地区公民館職員
と共に制度内容を検討

・「今後の地域づくりに必要な視点」を学ぶ場を盛り込み、

行政とまちづくり協議会が共に学び合い同じ視点を持つ

場を設けた

・地域住民の声を把握して制度に反映

［制度の特徴］

交付決定の権限は市ではなく地域（まちづくり協議会）が持つ

・・・地域の決める力の育成、地域の思い描く未来の実現を支援

41

人と地域が輝く未来共創交付金制度の検討



ご清聴いただき
ありがとうございました

42


